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ブレイクスルー思考によるＩＳＯビジネスへの展開 

＜目標展開・着眼目的から事業展開の事例＞  

                     シスラボ・スエヒロ 代表 末広繁和 

（１）はじめに 

1997 年より長野県を中心に経営品質改善の道具 

として ISO9000 を活用したコンサルテイングを進 

めきた。もともと、製造業のコストダウンを専門に

コンサルテイングをしてきたが、もう、部分の改善

だけでは大きな成果が得られなくなってきた。 

 

国際規格である ISO9000 は、世界で 41 万件、日本

国内では 2 万２千件と ISO9000 の採用なくして企業

活動が認知されない状況となってきている。 

 

しかし、反面 ISO9000 を認証したが、専任の担当

が増えたり、仕事が複雑になり残業が増えるなどコス

 

その原因は、“人まね”による、身の丈に合わない

もともと、品質保証ができているのに“なぜ”ＩＳ

問を持つ経営者も多くなった。 

 

ＩＳＯコンサルテイングビジネスそのもののコン

考を活用したユニークな Syslab 方式の事業展開を紹

 

（２）ブレイクスルー３つの公理と７つの原則  

 ISO9000 はシステム規格である。マネジメントを

てユニークな特定解を求め、その企業の経営品質の

でといえる。ブレイクスルー思考７つの原則は、マ

いえる。７原則に基いて事業展開を考えた （図２

 

 １、ユニーク差の原則     ：すべての企業

 ２、目的展開の原則      ：目的を展開す

 ３、「あるべき姿」の原則    ：「あるべき姿

 ４、システム思考の原則    ：マネジメントを

 ５、目的「適」情報収集の原則 ：明確にしたコ

 ６、参画巻き込みの原則    ：方針、目標の

 ７、継続変革の原則      ：方針、目標を
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トアップに悩む企業も目立ってきた。 
 

システムを作ってしまうことにある。

Ｏを採用するとコスタがかかるかと疑

セプトを明確にし、ブレイクスルー思

介する。 

システムとして捉え、その企業にとっ

継続的改善を目指したビジネスモデル

ネジメントシステムそのものの原則と

、図６ 参照） 

は、ユニークであり、特定である。 

ることで事業展開が見えてくる。 

」から着眼目的を設定する。 

プロセスで捉え相互関係を把握する。 

ンセプトからノウハウを作る。 

共有化が各人の自覚を生む。 

達成するためにＰＤＣＡを回す。 



（３）ＩＳＯコンサルテイングビジネス展開  

もともと、個人で始めた事業であり、デカルト思考では、組織コンサルには勝てない。

目的展開を行い、「あるべき姿」から基本コンセプトとして、「ＩＳＯは企業を元気にする

（ＩＳＯは恐くない）」をつくり進めている。 

 

事業展開（コンサルテイング方法のシステム化） 

①ローコストコンサルテイングのノウハウ確立 

②コンサルタントのネットワーク化 

③内部監査セミナーを通し企業の人材育成 

                     （図３、図４、図５ 参照） 

（４）経営品質改善の道具としてのＩＳＯ 

 ISO9000 は、品質マネジメントシステムのビジネスモデルと捉え、ＩＳＯの品質マネジ

メント８原則、日本経営品質賞の経営品質フレームワーク、ブレイクスルー思考の３つの

公理と７つの原則を意識しながら Syslab 方式ＩＳＯコンサルテイングノウハウの確立と

ナレッジシステムを構築してきている。 
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品質マニュアル+作業手順書のページ数
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 Syslab 方式ＩＳＯの特徴 

  ①５０枚前後の薄いマニュアル（手順書） 

 ②品質システム構築・運用を６～８ヶ月短期認証 

 ③意識改革の道具として経営者自らの取組み 

 ④ローコスト ９０万～１５０万コンサル費用 

（図２、図６、図７、 参照） 

（５）おわりに 

 お陰さまで、Syslab 方式のＩＳＯコンサルティングを展開して 

認証企業も 100 社を越え、長野県内の認証企業の約 13％のシエ 

アになった。（図５ 参照） 

地域企業の活性化と参加しやすさを意識して、職務遂行能力、問題解決・改善能力、組

織維持能力の向上を目指したローコスト内部監査員養成セミナーを企画し運用始めた。 

あるべき姿「ＩＳＯは企業を元気にする」に達成するためにのアイデアは、まだまだ出

てくるように思える。 

 
（図１）薄いマニュアルのスリムなしくみの構築   慢性不良が半減した  

syslab-ISO-network アンケートより  

 
 
 
 
 

 

ＩＳＯを

変わらない

14%
導入して慢性不良が減ったか

ゼロに近くなった

14%

半分以下になっ

た

72%



（図２）ブレイクスルー思考 ３つの公理と７つの原則  
 
ブレイクスルー思考 ３つの公理  

 
 
ブレイクスルー思考 ７つの原則  

 
引用：ﾌﾞﾚｲｸｽﾙｰ戦略  
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(図３)「あるべき姿」未来から学ぶ原則  
 
  三角形の頂点を「絶対ベンチマーク」と位置付ける。  
  実現可能なターゲットを選択し、解決策・システムを創り出す。  
  デカルト思考とブレイクスルー思考は正反対のアプローチ  
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（図４）目的展開・着眼目的と事業展開  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（課題）  ＩＳＯ９０００を導入したが文書に振り回され、コス

ト負担に苦しんでいる企業が多いコストアップは、顧客満足に逆行

する。 

 

テーマ 「経営革新の道具としてＩＳＯ９０００を活用する」 

              1999.12 作成、2002.6 見直し 

だれが：私個人（syslab-iso-netwark） 

どこで：長野県 50 名以下小規模企業 

いつ ：３年後 

 

「ＩＳＯ９０００コンサルティングシステム」 

 

目的は？   ＩＳＯを認証させる 

その目的は？ ＩＳＯ要求事項を満たすしくみづくりを指導する

その目的は？ ＩＳＯ要求事項を満たすしくみづくりを手伝う 

言い換えると ＩＳＯビジネスモデルシステムづくりの手伝い 

その目的は？ ＩＳＯビジネスモデルシステムの使い方を教える

そのねらいは 小規模企業の経営システムを構築する 

その目的は？ 小規模企業の経営システムの構築運用を支援する

その目的は？ 小規模企業の生き残りを支援する 

その目的は？ 小規模企業の勝ち残りを支援する 

その目的は？ 小規模企業の経営効率を支援する 

その目的は？ 小規模企業の意識改革を支援する 

その目的は？ 企業社会から市民社会への意識改革を支援する 

                         着眼目的

言い換えると 顧客満足追求重視の企業をつくる 

そのねらいは 顧客満足追求重視の企業を長野地域につくる 

その目的は？ 顧客満足追求重視の企業を地域につくる 

次の着眼目的

言い換えると 活性化した競争力のある小規模企業をつくる 

言い換えると 小規模でも競争力、自立型の企業をつくる 

言い換えると 元気な社員のいる自立型の企業をつくる 

次の次の着眼目的

その目的は？ 元気な社員のいる社員参画巻き込型企業をつくる

その目的は？ 元気な社員のいる経営品質の高い企業をつくる 

言い換えると 仕事のやりがいのある元気な企業をつくる 

言い換えると 元気な企業をつくる 

その目的は？ 元気な企業の喜ぶ顔が見たい 

その目的は？ 

＜事業展開＞  
 
中規模企業のＩＳＯコンサル  
３名の企業のシステム作り  
 
1998 年  
●小規模向けコンサルコンセプト  

・ノウハウのマニュアル化  
・50 枚前後の文書  

 ・経営者が取組む  
 ・戦略的取組み  
 
1999 年  

●ローコストコンサルテイング  
・６～８ヶ月短期認証  

 ・マニュアルのカラー化  
 ・ビデオ作成  
（2002 年 90～150 万 /１社）  
 
2001 年  
●syslab-ISO-network 設立  
（個人のネットワーク組織）  
●ナレッジシステム  
●ＦＣのＯＪＴ育成  
●ＩＳＯ集団指導方式  
 
 2002 年  
●タイ進出  
（タイ人コンサルタントの養成）  
●人材育成  

（準備中、認証後企業が対象）  
Syslab 方式内部監査員  

養成セミナー（18000/１人）  
元気な社員をつくる力量アップ  
 ①業務処置能力の向上  
 ②問題解決・改善能力の向上  
 ③組織維持能力の向上  
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（図５）ＩＳＯ９０００コンサルテイングの特徴  
 
●50 枚前後の薄いマニュアルで認証後、運用維持費ゼロを実現しています。  
●品質方針共有で決めたことを確実に守れる体制が慢性不良を半減させています。  
●経営者自ら取組む６～８ケ月の短期決戦が社員に自覚と自信の意識改革をさせる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
運用維持費ゼロの評価（syslab-ISO-network アンケート

syslab-ISO-network 実績（2001 予想）  

 

syslab-ISO-network アンケート
  （2001 年 2 月製造業 18 社、建設業

  http://www.sy
     お問合せ s-syslab@av
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規模別認証  
か

の
５

s
is
ら 2001.2 より）  

 

 

詳細  
社の調査より）  
labiso.com 
.ne.jp 



（図６）品質マネジメント８つの原則（ISO9000） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
          
経営品質のフレームワーク（日本経営品質賞）           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             出典：日本経営品質賞 http://www.jqac.com/ 
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（図７）品質マネジメントシステム ＱＡ+ＣＳ・ＥＳ  
★：品質マネジメント８原則  

 

★マネジメントシステムアプローチ   
 
 
ＥＳ：仕事は楽しく生き生きと                  ＣＳ：安心感・信頼感を与える  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★

IN

★人々の参画  
★リーダーシップ  
 
人々の参画  

個人目標  
 ﾆｰｽﾞのﾚﾋﾞｭｰ 
力量  
 力量の明確化  

力量の評価  
教育・訓練  
 力量の改善  
 組織目標の達成  

ＥＳ  

★顧客重視  
★供給者との互恵関係  
         
     顧客重視  
      顧客要求事項明確  
      顧客の満足度監視  
     顧客の情報  

     測定ツールの選択  
      情報源の確立  
     ニーズ及び期待  
      ニーズ期待の理解  
      組織内への伝達  

ＣＳ  

 

   信頼性、透明性、公平性  
 
     <<<<利害関係者>>>> 
組織内の人々、ｵｰﾅｰ、供給者、社会、ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞｰ、顧客 
 
 

パフォーマンスの改善  

経営者のコミットメント  
●品質方針の設定  

 ●品質目標の設定  
 ●顧客重視の徹底  
 ●経営資源の提供  

●マネジメントﾚﾋﾞｭｰ 
 

 

 

 

 

 

 

善   

 

 

 

 

 

  ＱＡ：お客様に迷惑をかけないこ
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プロセスアプ

PUT→処置→O

 

と（次工程は

8

研究開発
ローチ  
UTPUT 

 

 

お客様、
ﾏｰｹｯﾃｨﾝｸﾞ
注  

 
設 計
購  買
製造指示
 
製 造
 
検 査
付帯ｻｰﾋﾞｽ
品

受 
保管･出荷
 ★継続的改
部門別目標展開 
 

損失防止  
改善  
是正処置  
予防処置  
★事実に基づくアプローチ
ＱＡ  

質は工程で作り込む）  


